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月
会

12
例

令 和
２ 年

定
・行政報告（町長）

・行政事務報告（副町長）

・教育行政報告（教育長）

・一般質問（４名）

・条例制定４件

・各会計補正予算８件

・条例改正３件

・指定管理者の指定３件

12 月 10~11 日（２日間）の内容

行政報告

石 井 町 長

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

�

感
染
症
対
策
に
つ
い
て

新
年
度
予
算
編
成

懸
案
事
項
に
関
す
る
要
望

医
師
確
保

　

令
和
３
年
度
予
算
編
成
に
お
い

て
は
平
成
30
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
第
６
期
雄
武
町
総
合
計
画
の

政
策
目
標
を
展
開
す
る
た
め
、
人

件
費
、
交
際
費
、
繰
出
金
等
を
除

い
た
17
億
４
８
３
０
万
円
の
一
般

財
源
を
各
課
に
枠
配
分
し
ま
し

た
。

・
対
策
本
部
会
議
開
催
状
況

　

計
２
回
開
催

　
（
令
和
２
年
11
月
16
日
、

　
　

12
月
８
日
）

・
服
部
憲
尚 

医
師（
非
常
勤
）

　
　

11
月
末
付
け
退
職

・
平
岡
裕
樹 

医
師
（
常
勤
）

　
　

３
月
か
ら
着
任
予
定

　

高
齢
化
が
進
展
す
る
中
に

お
き
ま
し
て
、
常
勤
の
内
科

医
が
着
任
さ
れ
る
こ
と
は
、

町
民
を
初
め
と
し
て
、
誰
も

が
待
ち
望
ん
で
い
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
我
が
町
の
医
療

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
大
き
く

寄
与
す
る
と
と
も
に
、
安
定

し
た
病
院
経
営
に
も
資
す
る

も
の
と
大
き
く
期
待
を
寄
せ

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

Ｑコロナ禍でのショートステイ利用が伸びてい
ると聞くが、ベッド数の状況は。
Ａ保健福祉課長　ショートステイは 11床ある
が、今のところは大きな落ち幅も増もない。外
部からの感染を防ぐため、頻繁な出入りを行わ
ないなどの調整をしている。
Ｑ新型コロナウイルス患者が発生した場合の、
雄愛園・老健ハマナスの対応は。

Ａ保健福祉課長　国による対応マニュアルや雄
愛園独自のマニュアルに基づいて対応を行う。
紋別保健所にも他のクラスター対応を行ったノ
ウハウがあるため、そういった情報を基に適切
に対応していく。
Ａ老健事務長　老健ハマナスも基本的に保健所
の指示に従う。まず罹患者の隔離は必要となる。

Ｑ D判定１件の内容は。（政策目標の達成に効
果的であるが、事業構成が十分ではなく、新た
な事業構築など取組を全体的に見直すことが必
要。政策目標の達成に向けた効果が認められな
いことから、施策の廃止も含めて抜本的に見直
しすることが必要）
Ａ財務企画課長　男女共同参画に係るもの。特

に施策を構成する事務事業もなく、町の委員会
や審議会の女性参画率も低いことからそのよう
な判定になった。今後も理念の浸透とともに意
識啓発を行っていく。

特別養護老人ホーム・老健施設にかかる新型コロナウイルス感染症対策について

行政評価（単位施策評価）について

オ
ホ
ー
ツ
ク
圏
活
性
化
期
成
会

▼
地
方
交
付
税
総
額
の
安
定
的
な

確
保　

ほ
か
34
件

高
規
格
幹
線
道
路
旭
川
・
紋
別

自
動
車
道
早
期
建
設
促
進
期
成
会

▼
新
た
な
広
域
道
路
交
通
計
画
の

早
期
策
定
、
重
要
物
流
道
路

の
更
な
る
指
定
・
重
点
整
備

ほ
か
３
件

行政事務報告に対する 質 疑 応 答

単位施策…総合計画は「政策」「施策」及び最小の活動単位である「事務事業」と
いう３層構造です。事務事業を実施する上での目的となるのが「単位施策」です。

例	《政策目標》	 達成感から学ぶ教育のまち・雄武
	 《基本施策》　	 生涯学習・生涯スポーツの推進
	 《単位施策》	 図書サービスの充実
	 《事務事業》	 雄武町図書館建設事業
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Ｑ子育て用品配布事業実施要綱の具体的な内容
は。
Ａ保健福祉課長　妊婦におしりふき、ウェット
ティッシュなどの育児関連消耗品を1人あたり
おおむね4000円分を支給するもの。訪問等に
よる相談支援の機会を設け、不安や悩みに対す
るアドバイスを行うもの。
Ｑ子育て応援券の利用は商工会加入店のみであ
るが、コンビニ等で利用できるよう範囲を広げ
てみては。

Ａ保健福祉課長　お得だよ商品券と時期が重
なったことから、混乱を生じないよう、子育て
応援券もお得だよ商品券と同様の扱いとした。
今後も経済対策が続くと思われるので、その際
の検討材料としたい。

Ｑ中山間地域等直接支払制度を利用して全国
で色んな活動がされている。離農農家の廃屋を
この共同活動費を使って整理する町村がある。
農業団体と相談して活動資金をそちらに充当し
てはどうか。
Ａ産業振興課長　事務局が農協になっている
ことから、農協事務局に提案があったことを伝
える。

Ｑ雄武中学校 3年生の進路はどうなっている
か。現況を知りたい。
Ａ教育長　11月末現在、３年生32名のうち、
雄武高校への進学希望 18名、紋別高校 9名、
その他進学4名、就職1名予定となっている。

Ｑ服部医師が退職されたが、直接お会いして今
までのねぎらいの言葉をお伝えしたのか。新た
に着任される平岡医師が来るまでの３か月間、
安定した医療提供をどのように行っていくの
か。
Ａ町長　服部医師については 2～ 3月退職予
定だったが、急きょ電話連絡にて 11月に退職
となった。服部医師には会えていないため、ね
ぎらいの言葉等もかけていない。
Ａ病院事務長　８月から内科診療に来られてい
る山本医師から、１月までカバーしてくれると
の発言をいただいている。２月については地域
医療振興財団の医師の紹介を受けて対応する予
定。
Ｑ選挙公約に医師２名体制というのがあった
が、それで達成したという考えか。12月の全
員協議会で服部医師の件が説明されたが、その
発言は副町長からではなく町長から聞きたかっ
たと苦言を呈した。８年も内科医を務められた
服部医師に対する感謝の念の報告がない。どう
しても優しさがなく、人間関係の構築の仕方に
疑念を感じる。町長が当選されてからの間、桂
巻院長を含めた医師とどれだけの意思疎通を
図ったのか。
Ａ町長　2名で医療がどうなのかという話だ

が、将来は 3名体制で行きたい。急に何かあ
るとまた１人体制になってしまうので、これか
らもまた考えていきたい。服部医師とは町長に
なってから一度会い、今後の医療に対するお願
いをした。お辞めになる前に服部医師との面談
を予定していたが、急きょ来られなくなったの
で残念に思っている。
Ｑ町長の答弁は、ずれている。今、聞いたのは
選挙公約を達成したと捉えるのかという内容。
的確に答えてほしい。病院の医師との意思疎通
の話も答えていない。必要なのは人間関係であ
り、服部医師に「長年お世話になり、感謝して
います」という言葉がない。町民にどう聞こえ
るのかということも含めてもう一度答弁を。
Ａ町長　公約は達成したと思っている。ただ達
成したからそれでいいという事ではなく、今後
の経営もあるのでそういうことを進めていく。
私は言葉に出さなくてもそういう部分では非常
に感謝している。服部医師との引き継ぎの部分
についてもきちっとやっていただく。病院へは
月1回程度顔を出し、事務長と相談を行ってい
る。
Ｑ新しい医師と院内との人間関係、町との人間
関係をしっかり構築していただきたい。長く居
ていただくことが第一だと考える。（答弁不要）

子育て関連事業について

中山間地域等直接支払交付金の利用について 雄武中学校３年生の進路について

国保病院の医師確保対策について
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金田壽夫議員

問　

町
長
は
昨
年
12
月
の
定
例

会
に
お
い
て
、
二
次
医
療
、
観

光
の
町
づ
く
り
、
人
口
減
少
対

策
と
し
て
、
高
速
医
療
バ
ス
の

運
行
に
向
け
て
の
町
民
ア
ン

ケ
ー
ト
を
令
和
２
年
度
に
実
施

す
る
と
約
束
さ
れ
ま
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
た
め
先

送
り
さ
れ
る
と
聞
き
ま
し
た
。

総
合
計
画
前
期
実
施
計
画
の
遠

隔
地
通
院
支
援
事
業
と
し
て
、

令
和
３
年
度
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
実
施
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
に
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
は
関
係

あ
り
ま
せ
ん
。
行
政
は
町
民
の

要
望
を
早
く
捉
え
、
そ
れ
を
基

に
任
期
中
に
ど
う
実
現
し
て
い

く
か
の
調
査
検
討
を
早
急
に
行

う
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

町
長　

選
挙
公
約
で
最
優
先

が
あ
り
ま
す
。
自
宅
で
事
前
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、持
参
し
、

す
ぐ
投
票
で
き
る
よ
う
簡
素
化

が
可
能
に
な
れ
ば
投
票
率
も
向

上
す
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の

対
策
を
考
え
て
お
り
ま
す
か
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

事
前
に
宣
誓
書
に
記
入
し
投
票

所
に
持
参
す
る
方
法
は
効
果
的

で
す
。
選
挙
人
の
利
便
性
や
ス

ム
ー
ズ
な
投
票
の
実
施
、
期
日

前
投
票
の
混
雑
の
回
避
、
選
挙

事
務
の
効
率
化
の
観
点
か
ら
、

コ
ロ
ナ
禍
に
関
わ
ら
ず
改
善
が

必
要
と
選
挙
管
理
委
員
会
で
は

考
え
て
お
り
、
今
後
実
施
さ
れ

る
選
挙
に
お
い
て
最
適
な
方
法

を
実
施
し
、
投
票
率
の
向
上
に

も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

と
し
た
中
で
実
施
し
た
い
と
い

う
考
え
に
は
変
わ
り
は
な
い
。

医
療
バ
ス
運
行
に
当
た
っ
て
も

情
勢
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
時
間
を
か
け
て
実
施
し
た

い
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
業
務
を

進
め
る
う
え
で
も
大
き
く
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
は
、
ロ
ー
リ
ン
グ
で
来
年

度
に
変
更
し
た
。
町
民
の
要
望

も
あ
り
、そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
る
が
、
運

行
に
お
け
る
制
度
設
計
を
迅
速

に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

問　

町
民
の
要
望
を
早
く
捉

え
、
そ
れ
を
糧
と
し
て
実
行
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
町
長
も
忙

し
い
と
思
う
が
、
調
査
内
容
に

つ
い
て
課
長
等
に
「
報
告
（
ホ

ウ
）、連
絡
（
レ
ン
）、相
談
（
ソ

ウ
）」
を
行
っ
て
い
ま
す
か
。

町
長　

担
当
課
長
と
も
相
談

し
な
が
ら
今
年
度
中
に
実
施
し

た
か
っ
た
が
、
現
在
は
コ
ロ
ナ

業
務
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
調

高
速
医
療
バ
ス
の
運
行
に

か
か
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

に
つ
い
て

期
日
前
投
票
の

簡
素
化
に
つ
い
て

高
速
医
療
バ
ス
運
行
、
調
査
検
討
を
早
急
に

　

町
長　
時
間
を
か
け
て
実
施
、
来
年
度
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
う

問質
般一

査
内
容
は
来
年
度
ア
ン
ケ
ー
ト

実
施
時
に
内
部
で
検
討
し
た
い
。

問　

組
織
に
お
い
て
「
ホ
ウ
レ

ン
ソ
ウ
」
は
大
切
な
こ
と
で

す
。
職
員
は
指
示
さ
れ
た
こ
と

以
外
に
も
、
町
民
に
何
を
す
べ

き
か
を
考
え
、
そ
れ
を
上
司
に

報
告
、
連
絡
、
相
談
す
る
。
課

長
は
聞
く
耳
を
持
っ
て
話
し
合

い
、
職
員
を
自
分
以
上
の
人
材

に
育
て
る
気
持
ち
で
接
し
、
町

長
は
課
長
等
と
よ
く
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
行
政
を

執
行
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

12 月定例会

問　

毎
年
の
よ
う
に
何
か
し
ら

選
挙
が
あ
る
が
、
投
票
率
の
低

下
が
進
ん
で
い
ま
す
。
特
に
期

日
前
投
票
で
は
、
投
票
所
に

行
っ
て
か
ら
の
手
続
き
が
「
面

倒
、
厄
介
、
視
線
を
感
じ
る
、

緊
張
す
る
」
な
ど
の
町
民
の
声
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核
の
ゴ
ミ
処
分
場
選
定
に

つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
対
す
る
町
の
対
応

に
つ
い
て

「
核
抜
き
条
令
」
制
定
、
本
気
で
検
討
し
て
は

　

町
長　

道
の
条
例
を
遵
守
、
周
辺
自
治
体
の
動
向
を
見
極
め
る

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
全
国
的
に
広
が
り
を
見

せ
、
特
に
医
療
機
関
が
深
刻
な

状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
旭
川

の
吉
田
病
院
、
旭
川
厚
生
病
院

で
は
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
、

医
療
機
関
へ
の
感
染
の
広
が
り

を
ど
う
抑
え
込
む
か
が
大
き
な

課
題
で
す
。
そ
ん
な
中
、
美
幌

町
と
津
別
町
、
大
空
町
の
医
療

機
関
が
合
同
で
感
染
が
疑
わ
れ

る
人
に
対
し
て
、
車
か
ら
降
り

な
い
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
方
式
の
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
た

と
の
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。
オ

ホ
ー
ツ
ク
管
内
で
は
北
見
に
続

い
て
２
か
所
目
で
、
遠
紋
管
内

に
は
公
的
に
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

受
け
た
く
て
も
受
け
ら
れ
な
い

状
況
で
す
が
、町
の
考
え
方
は
。

保
健
福
祉
課
長
　

美
幌
町
の

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー
は
都
道

府
県
等
が
医
師
会
等
に
運
営
委

託
を
し
た
も
の
で
、
オ
ホ
ー
ツ

ク
管
内
で
２
か
所
目
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
セ
ン
タ
ー
で
す
。
都
道
府

県
等
が
運
営
委
託
を
行
う
も
の

で
あ
り
、
市
町
村
独
自
で
立
ち

上
げ
る
施
設
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　

新
型
コ
ロ
ナ
に
関
し
て
、

12
月
に
国
保
病
院
か
ら
お
願
い

の
チ
ラ
シ
が
配
布
さ
れ
ま
し

た
。
カ
ゼ
症
状
に
よ
り
受
診
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
事
前
に
電

話
を
し
て
か
ら
受
診
し
て
も
ら

う
シ
ス
テ
ム
を
説
明
し
た
も
の

で
す
。
町
と
し
て
も
感
染
拡
大

を
防
ぐ
方
向
を
打
ち
出
す
必
要

が
あ
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。病

院
事
務
長
　

12
月
の
折
り

込
み
チ
ラ
シ
は
全
道
的
に
周
知

さ
れ
て
い
る
内
容
で
あ
り
、
新

型
コ
ロ
ナ
の
疑
い
が
あ
る
患
者

を
広
域
紋
別
病
院
に
誘
導
、
案

内
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
配

布
し
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
活
用
し
た
周
知
や
、
発
熱
患

者
用
の
待
機
ス
ペ
ー
ス
の
確
保

な
ど
を
行
い
、
夜
間
や
時
間
外

に
つ
い
て
は
町
内
関
係
機
関
と

協
議
し
体
制
を
整
え
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

町
長　

町
民
へ
の
周
知
と
い

う
点
で
は
、
な
か
な
か
難
し
い

と
は
思
っ
て
い
ま
す
。
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
や
保
健
福
祉
課
な

ど
に
問
い
合
わ
せ
も
あ
る
と
思

う
の
で
、
そ
の
中
で
対
応
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
Ｎ
Ｕ
Ｍ

Ｏ
（
ニ
ュ
ー
モ
・
原
子
力
発
電

環
境
整
備
機
構
）
に
よ
る
と
、

活
断
層
の
な
い
オ
ホ
ー
ツ
ク
海

沿
岸
は
、
雄
武
町
も
含
め
て
適

任
地
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

以
前
の
議
会
で
町
長
は
核
の
ゴ

ミ
処
分
場
に
つ
い
て
は
一
切
考

え
て
い
な
い
旨
を
明
ら
か
に
し

ま
し
た
。
こ
う
し
た
情
勢
の
中

で
「
核
抜
き
条
例
」
の
制
定
を

本
気
で
検
討
し
て
み
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
考
え
を

伺
い
ま
す
。

町
長　

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃

棄
物
の
持
ち
込
み
に
関
す
る
条

例
制
定
の
動
向
に
つ
い
て
は
、

認
知
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

以
前
の
議
会
で
も
明
ら
か
に
し

た
と
お
り
、
道
の
条
例
を
遵
守

し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と

い
う
考
え
に
変
わ
り
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
雄
武
町
の
条
例
化
に

つ
い
て
は
周
辺
自
治
体
の
動
向

を
見
極
め
な
が
ら
、
適
切
に
判

断
し
て
い
き
ま
す
。

福原峯雄議員

問質
般一

12 月定例会

問　

寿
都
町
と
神
恵
内
村
で
核

の
ご
み
処
分
場
選
定
、
文
献
調

査
の
問
題
が
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス

に
な
っ
て
い
ま
す
。
北
海
道
議

会
で
は
特
定
放
射
性
廃
棄
物
に

関
す
る
条
例
が
何
年
も
前
に
制

定
さ
れ
、
北
海
道
を
核
の
ゴ
ミ

捨
て
場
に
し
な
い
と
の
思
い
は

道
民
の
総
意
と
し
て
認
知
さ
れ
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問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
の
意
義
と
期
待
す
る
効
果
に

つ
い
て
の
認
識
は
。

教
育
長　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
の
委
員
は
自
治
体
か

ら
任
命
さ
れ
る
特
別
職
公
務
員

と
な
り
、
一
定
の
権
限
を
持
っ

て
学
校
運
営
に
関
わ
り
、
そ
の

責
任
は
と
て
も
重
た
い
。
始

ま
っ
た
ば
か
り
の
制
度
な
の

で
、
効
果
は
未
知
数
だ
が
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
づ
く

り
を
通
じ
て
、
地
域
の
人
に

と
っ
て
の
「
お
ら
が
学
校
」
と

し
て
、
明
る
く
た
く
ま
し
い
子

供
達
を
育
ん
で
い
き
た
い
。

達
成
し
て
な
い
の
で
今
後
の
取

り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
。
小

学
校
で
も
学
校
ぐ
る
み
の
取
り

組
み
が
進
み
、
漢
検
の
合
格
者

も
増
え
て
い
る
の
で
一
定
の
成

果
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

渡
る
が
、
利
用
目
的
等
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

教
育
振
興
課
長
　

整
備
目
的

は
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
く
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
等
授
業
へ

の
活
用
。
文
科
省
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
で
は
、
教
材
や

文
具
の
ひ
と
つ
と
し
て
通
常
の

授
業
で
使
え
る
よ
う
一
人
一

台
を
配
備
す
る
。
高
校
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
は
高
校
か
ら
の
要

望
を
受
け
、
町
が
生
徒
に
貸
与
す

る
形
と
な
り
、
運
用
は
雄
武
高
校

の
協
力
を
得
て
進
め
る
予
定
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
の
設
置
に
つ
い
て

小
中
学
校
児
童
生
徒
検
定

チ
ャ
レ
ン
ジ
促
進
事
業
に

つ
い
て

各
学
校
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
活
用
に
つ
い
て

児
童
生
徒
の
学
力
向
上
に

つ
い
て

「
北
海
道
立
北
の
森
づ
く

り
専
門
学
院
」
の
Ｐ
Ｒ
に

つ
い
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
意
義
と
期
待
す
る
効
果
に
つ
い
て
の
認
識
は

　

教
育
長　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
づ
く
り
を
通
し
て
、
こ
の
国
や
こ
の
町
の
明
日
を

担
う
明
る
く
た
く
ま
し
い
子
供
達
を
育
ん
で
い
く
流
れ
を
浸
透
さ
せ
て
い
く

12 月定例会

問　

チ
ャ
レ
ン
ジ
促
進
事
業
の

達
成
率
及
び
効
果
の
教
育
委
員

会
と
し
て
の
評
価
は
。

教
育
振
興
課
長
　

５
、
６
年

前
と
比
較
す
る
と
、
人
数
が
大

幅
に
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、
教

育
委
員
会
の
目
標
値
に
は
ま
だ

佐藤　寧議員

設
塾
な
ど
含
め
心
変
わ
り
は

あ
っ
た
の
か
。

町
長　

で
き
れ
ば
小
中
高
で

の
学
習
塾
（
公
設
塾
）
と
い
う

部
分
は
あ
る
。
サ
マ
ー
ス
ク
ー

ル
を
含
め
子
供
た
ち
と
触
れ
合

い
、
教
育
は
た
だ
勉
強
す
る
だ

け
で
な
く
、
そ
れ
以
外
に
も
あ

る
と
い
う
こ
と
を
つ
く
づ
く
感

じ
た
た
め
、
若
干
考
え
方
が
変

わ
っ
た
。

問質
般一

問　

雄
武
高
校
存
続
の
た
め
の

物
質
的
金
銭
的
な
支
援
の
他
、

生
徒
の
学
力
向
上
へ
の
施
策

は
。
雄
武
高
校
を
魅
力
あ
る
学

校
に
変
え
て
い
く
た
め
の
町
長

の
考
え
は
。

町
長　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
で
地
域
が
関
わ
っ
て
い

く
こ
と
が
非
常
に
大
切
。
高
校

に
も
広
め
て
い
き
地
域
で
子
供

達
を
育
て
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
勉
強
だ
け
で
は
な
く

心
の
教
育
も
含
め
て
取
り
組
ん

で
い
く
。

問　

議
員
時
代
は
も
っ
と
熱
の

こ
も
っ
た
も
の
だ
っ
た
が
、
公

問　

進
路
選
択
を
考
え
る
中
高

校
生
を
対
象
に
、
森
林
環
境
譲

与
税
を
使
い
学
院
を
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
く
計
画
は
。

産
業
振
興
課
長
　

森
林
環
境

譲
与
税
活
用
事
業
は
も
う
す
ぐ

制
定
に
至
る
が
、
残
念
な
が
ら

専
門
学
院
の
Ｐ
Ｒ
等
に
使
う
こ

と
は
メ
ニ
ュ
ー
に
は
入
っ
て
い

な
い
。

問　

雄
武
高
校
を
含
め
町
内
の

学
校
の
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
教

育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
行
き



議会だより　№1737

技
能
実
習
生
を
含
め
た

外
国
人
住
民
と
の
共
生
に

つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
再
拡
大
に
伴
う
町
内
飲
食

業
者
へ
の
影
響
に
つ
い
て

雄
武
町
中
心
市
街
地
の

活
性
化
策
に
つ
い
て

外
国
人
居
住
者
に
対
す
る
施
策
を
講
じ
て
は

　

町
長　

空
家
対
策
の
中
で
住
環
境
の
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い

問　

技
能
実
習
生
を
含
む
外
国

人
住
民
と
の
共
生
に
つ
い
て
お

伺
い
し
ま
す
。
ま
ず
雄
武
町
の

外
国
人
住
民
登
録
の
現
状
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

住
民
生
活
課
長
　

本
年
10
月

１
日
現
在
で
257
人
、
雄
武
町
住

民
の
６
％
に
相
当
し
ま
す
。

問　

町
と
し
て
今
ま
で
外
国
人

住
民
と
の
交
流
事
業
を
実
施
し

た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

産
業
振
興
課
長
　

町
が
中
心

に
実
施
し
た
事
業
は
あ
り
ま
せ

ん
。

問　

交
流
事
業
を
含
め
、
住
宅

環
境
等
外
国
人
居
住
者
に
対
す

る
施
策
を
講
ず
る
時
期
と
考
え

る
が
。

町
長　

空
き
家
対
策
の
中
で

住
環
境
の
整
備
を
進
め
て
い
き

た
い
。

問　

10
月
か
ら
11
月
に
か
け
３

日
間
、
北
海
道
主
催
の
日
本
語

学
習
支
援
者
養
成
講
座
が
町
内

で
開
か
れ
、
雄
武
町
か
ら
10
人

程
の
受
講
者
が
お
り
、
関
心
が

高
い
と
感
じ
ま
し
た
。
ぜ
ひ
受

講
者
を
核
に
、
日
本
語
教
室
を

開
設
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で

は
。町

長　

で
き
れ
ば
受
講
者
10

人
の
方
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

に
な
っ
て
も
ら
い
、
取
り
組
ん

で
い
け
た
ら
な
と
思
い
ま
す
。

問　

図
書
館
に
日
本
語
学
習
の

図
書
の
整
備
が
必
要
と
考
え
る

が
。教

育
長　

中
国
語
、
ベ
ト
ナ

ム
語
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
図
書

を
そ
ろ
え
た
い
。
図
書
館
で
検

討
中
で
す
。
少
し
時
間
を
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

化
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
中
心

ス
ー
パ
ー
の
活
気
が
失
わ
れ
て

き
て
商
品
価
値
も
含
め
住
民
の

信
頼
が
薄
れ
て
き
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
交
流
セ
ン

タ
ー
も
道
の
駅
と
な
っ
て
い
る

が
、地
元
物
産
の
販
売
も
弱
く
、

観
光
協
会
も
２
階
に
事
務
所
と

い
う
こ
と
で
、
町
外
か
ら
の
観

光
客
に
と
っ
て
非
常
に
不
親
切

な
施
設
に
な
っ
て
い
ま
す
。
他

方
、
物
産
販
売
の
海
鮮
丸
、
海

宝
は
離
れ
た
場
所
で
営
業
し
て

い
る
現
状
で
、
総
合
的
な
中
心

街
の
活
性
化
対
策
は
な
い
も
の

か
常
日
頃
感
じ
て
い
る
の
で
す

が
、
町
長
は
ど
ん
な
認
識
を
お

持
ち
で
す
か
。

町
長　

現
在
の
道
の
駅
、エ
ー

コ
ー
プ
、
観
光
協
会
は
ア
ン
バ

ラ
ン
ス
で
課
題
が
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
エ
ー
コ
ー
プ
の
現

状
も
組
合
長
か
ら
伺
い
な
が
ら

前
へ
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

問　

本
年
度
の
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
の
影
響
で
、
未
執
行
と
な

る
予
算
は
ど
の
く
ら
い
に
な
る

か
。財

務
企
画
課
長
　

約
５
千
万

円
が
未
執
行
に
な
る
見
込
み
で
す
。

問　

11
月
以
降
、
コ
ロ
ナ
感
染

が
急
拡
大
し
、
忘
年
会
等
の
会

食
が
ほ
と
ん
ど
中
止
と
な
り
、

町
内
飲
食
業
者
に
大
き
な
影
響

が
出
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
町

と
し
て
ど
の
程
度
把
握
し
て
お

り
ま
す
か
。

産
業
振
興
課
長
　

先
週
、
商

工
会
へ
町
内
飲
食
業
者
へ
の
調

査
を
依
頼
し
、
現
状
を
把
握
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。嶋村義文議員

12 月定例会問質
般一

問　

雄
武
町
の
中
心
街
の
活
性
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●
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　

人
事
院
の
給
与
改
定
の
勧
告
に

準
拠
す
る
も
の
。

●
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

特
別
職
の
期
末
手
当
に
つ
い

て
、
人
事
院
勧
告
に
よ
る
一
般
職

員
の
引
下
げ
に
準
拠
す
る
も
の
。

●
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
　

議
員
の
期
末
手
当
に
つ
い
て
、

人
事
院
勧
告
に
よ
る
一
般
職
員
の

引
下
げ
に
伴
う
特
別
職
の
引
下
げ

に
準
拠
す
る
も
の
。

 

（
以
上
、
原
案
可
決
）

議審
果結

11 月 臨 時 会

条

例

改

正

一般会計（第７号）専決処分報告
65億3934万円（345万円追加）
【主な内容】
◇民生費　345万円増（高齢者等冬の生活支援助

成の増）
一般会計（第８号）
65億669万9千円（3264万1千円減額）
【主な内容】※一部抜粋
◇総務費　2686万5千円減（一般職期末勤勉手当

の減ほか）
◇衛生費　680万3千円減（簡易水道事業特別会

計繰出金の減ほか）

簡易水道事業特別会計（第１号）
3億8093万7千円（679万5千円減額）
【主な内容】職員給の減ほか

公共下水道事業特別会計（第１号）
8億3706万6千円（12万5千円追加）
【主な内容】一般職時間外勤務手当の増ほか

介護保険事業特別会計（第３号）
4億8934万4千円（97万5千円減額）
【主な内容】職員給の減ほか

介護老人保健施設事業特別会計（第１号）
1億4105万4千円（32万円減額）
【主な内容】職員給の減ほか

国民健康保険病院事業会計（第２号）
《収益的支出》7億984万9千円（10万9千円追加）
【主な内容】新型コロナウイルス感染症対策消耗
備品
《資本的支出》8650万8千円（315万円追加）
【主な内容】新型コロナウイルス感染症対策備品
購入

令和２年度

補 正 予 算

Ｑ学習用端末 750 万円が「負担金、補助及び
交付金」から「備品購入費」に変更されたが、
その理由は。
Ａ教育振興課長　高校側から要望があり、道教
委との協議の中で「町が購入して貸与する」こ
ととなったため。
Ｑ高校は学習用端末を資産として持つべきでは
ないということか。
Ａ教育長　当初は学習用端末を高校側で管理
する予定だったが、高校側で持つことはできな
くなり、最終的には生徒への貸与ということに

なった。

Ｑ「職員手当等」はほとんどの科目で減額となっ
ている中、保育所費（21万円増）と図書館費（2
万円増）だけが増額となった理由は。
Ａ総務課長　保育所費については、病気休暇に
よる欠員補充のため会計年度任用職員を増やし
たもの。
Ａ教育振興課長　図書館費については、会計年
度任用職員の採用月による手当額の関係による
もの。

雄武高校・生徒学習用端末について
職員手当の減額について

補正予算に対する 質 疑 応 答
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条

例

改

正

公
の
施
設
に
係
る

指
定
管
理
者
の
指
定

条

例

制

定

議審
果結

12 月 定 例 会

●
空
家
等
対
策
協
議
会
条
例
の
制
定

　
空
家
等
に
関
す
る
対
策
の
実
施

に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
た
め
、

空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特

別
措
置
法
に
定
め
る
協
議
会
を
設

置
す
る
も
の
。

●
雄
武
町
議
会
議
員
及
び
雄
武
町
長

の
選
挙
に
お
け
る
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場

の
設
置
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

公
職
選
挙
法
の
規
定
に
基
づ

き
、
雄
武
町
議
会
議
員
及
び
雄
武

町
長
の
選
挙
に
お
け
る
ポ
ス
タ
ー

掲
示
場
を
設
置
す
る
に
あ
た
り
必

要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
。

●
雄
武
町
議
会
議
員
及
び
雄
武
町

長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の

公
費
負
担
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　
公
職
選
挙
法
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
選
挙
運
動
費
用
の
公
費
負
担

を
可
能
と
す
る
範
囲
が
拡
大
さ
れ

た
こ
と
を
受
け
、
選
挙
に
お
け
る

立
候
補
者
の
環
境
改
善
の
た
め
、

条
例
の
制
定
が
必
要
と
な
っ
た
も
の
。

●
合
葬
墓
条
例
の
制
定

　
合
葬
墓
の
整
備
に
伴
う
も
の
。

　

	
（
以
上
、
原
案
可
決
）

●
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正

　
地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
を
改

正
す
る
政
令
等
が
施
行
さ
れ
た
こ

と
に
伴
う
も
の
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

　
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
に
よ
る
延
滞
税
の
割
合
の

特
例
に
準
じ
、
延
滞
金
の
割
合
の

特
例
を
定
め
る
た
め
。

●
快
適
住
ま
い
づ
く
り
促
進
条
例

の
一
部
改
正

　
令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で
を
期

限
と
す
る
快
適
住
ま
い
づ
く
り
促

進
条
例
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
町

民
が
安
心
し
て
快
適
に
暮
ら
す
た

め
の
住
宅
の
整
備
を
促
進
す
る
た

め
、
そ
の
期
限
を
令
和
８
年
３
月

31
日
ま
で
と
し
た
。

	

　
（
以
上
、
原
案
可
決
）

	

●
オ
ホ
ー
ツ
ク
温
泉

　
ホ
テ
ル
日
の
出
岬

　
指
定
管
理
者

　
　
雄
武
町
観
光
開
発
㈱

　
　
代
表
取
締
役　
石
井
友
藏

　
期
間　
令
和
３
年
４
月
１
日

　
　
　
～
令
和
８
年
３
月
31
日

　
　
　

●
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
雄
愛
園

●
在
宅
老
人
デ
イ
・

　
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
指
定
管
理
者

　
　
社
会
福
祉
法
人

　
　
雄
武
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
会
長　
中
島
克
弥

　
期
間　

　
　
令
和
３
年
４
月
１
日

	

　
～
令
和
６
年
３
月
31
日

	

（
以
上
、
原
案
可
決
）

Ｑ観光開発の代表取締役はなぜ町長なのか。過
去の経緯では副町長が歴任しており、不在がち
な町長が片手間で第三セクターの社長を務める
ことに疑問がある。平時であれば町長は不在に
することも多く、社長が不在ではタイムリーな
相談もできない。代表取締役には在庁時間も多
い副町長が適任ではないか。
Ａ町長　代表取締役は取締役会の中で決定され
ている。ホテルを少しでも改善したいという思
いを途中のままで、副町長に引き継ぐのは受け
る側も大変である。任期中であっても、ある程
度混乱が落ちついて、道筋をつけた段階で渡し
ていきたい。その判断は取締役会で決めること
である。
Ｑ町長の発言は副町長を信用していないのと一
緒。町長はスーパーマンではないのだから、全

部はできない。自分がやらなくていいものは任
せるというのを考えていったほうがいいのでは
ないか。（答弁不要）
Ｑ代表取締役は副町長が歴任している、という
事実を捻じ曲げてまで続けることが理解できな
い。国保病院の再生など、町長にしかできない
課題が山積している以上、そちらに専念してい
ただきたい。（答弁不要）

Ｑ適切な管理がなされていない空家への対策条
例ができて嬉しい。協議会を立ち上げた後、ど
のような計画を作るのか。
Ａ建設水道課長　条例が可決された後、年度内
に 2回ほど協議会を開催する予定。計画につ
いては国から出ているひな型を利用して作成す
る。

ホテル日の出岬の指定管理について

空家等対策協議会条例について

補正予算に対する 質 疑 応 答
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一般会計（第９号）
65億4797万2千円（4127万3千円追加）
【主な内容】
◇総務費　1944万7千円増（生活交通路線維持補

助金の増ほか）
◇民生費　552万5千円増（特定教育・保育施設

給付事業給付金の増ほか）
◇衛生費　1億133万5千円増（国民健康保険病院

事業会計繰出金の増ほか）
◇農林水産業費　453万4千円増（雇用維持・経

営持続化対策補助金の増ほか）
◇土木費　9616万8千円減（元沢木海岸線道路整

備工事の減ほか）
◇教育費　600万円増（図書館ロールスクリーン

設置工事の増ほか）

一般会計（第10号）
65億5797万2千円（1000万円追加）
【主な内容】
◇商工費　1000万円増（新型コロナウイルス感

染症対策経営緊急支援補助金の増）

国民健康保険事業特別会計（第３号）
7億680万5千円（225万1千円追加）
【主な内容】保険給付費等交付金（普通交付金）
返還金の増ほか

公共下水道事業特別会計（第２号）
8億7274万4千円（3567万8千円追加）
【主な内容】公共下水道整備工事（繰越明許分）
の増ほか　※繰越明許…前年度からの繰り越し

介護保険事業特別会計（第４号）
5億2729万5千円（3795万1千円追加）
【主な内容】施設介護サービス給付費の増ほか

後期高齢者医療事業特別会計（第１号）
7374万5千円（81万1千円追加）
【主な内容】総合行政システム改修委託料の増ほ
か

介護老人保健施設事業特別会計（第２号）
1億4264万8千円（159万4千円追加）
【主な内容】感染症対策機器等購入の増ほか

国民健康保険病院事業会計（第３号）
一般会計から運営補助金として4億5千万円を追加
補正した。

令和２年度

補 正 予 算

Ｑ衛生費から国保病院へ1億円が投入されたが
町としてどの程度の支援が可能か。
Ａ町長　コロナの関係で患者数が減少してい
る状況。運営については院長や事務長と協議を
行っていく。
Ｑ今年度で5億円以上の支援が見込まれている
が、いくらまでなら支出する考えか。
Ａ町長　際限無くというのではなく、創意工夫
しながら病院経営に当たっていく。

Ｑ教育費、図書館ロールスクリーン設置工事
600 万円増とある。設計段階で西日の想定を
していなかったのか。
Ａ教育振興課長　季節や時間帯によって西日が

入る。景観に配慮した設計。設計段階で西日の
検討はされたが、費用面等の問題もあり、開館
後に状況を見ることになっていた。

Ｑ工事の減額は既に２回目、前もって国との計
画はあったのか。
Ａ建設水道課長　平成 29年度に事務が年度内
に処理できず取り下げした経緯がある。今年度
については財務局からの応答が遅れたことか
ら、年度内処理の見通しが立たなくなった。本
年度予算を減額し、来年度の実施に向け事務処
理を進めている。今年１月に利用計画書を提出、
４月中旬に用地の売買契約、５月下旬には所有
権移転を完了する予定。

国保病院への支援について

図書館のロールスクリーンについて

元沢木海岸線道路整備工事について

補正予算に対する 質 疑 応 答
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令和２年８月 18~20 日

町内・道内視察レポート ―
　雄武町　　　　　　／　西興部村　　　　
図書館、廃棄物処理施設　　　　バイオガスプラント

　

令
和
2
年
度
に
お
い
て
総
務
文

教
常
任
委
員
会
で
は
、
産
業
厚
生

常
任
委
員
会
と
合
同
で
、
町
内
関

係
施
設
の
視
察
を
実
施
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

【
雄
武
町
図
書
館
「
雄
図
ぴ
あ
」】

　

令
和
元
年
8
月
に
新
築
移
転
し

た
雄
武
町
図
書
館
「
雄
図
ぴ
あ
」

に
つ
い
て
は
、
北
海
道
産
木
材
の

使
用
、
絵
画
展
示
コ
ー
ナ
ー
・
郷

土
資
料
展
示
コ
ー
ナ
ー
の
併
設
、

施
設
内
レ
イ
ア
ウ
ト
、
本
年
10
月

1
日
か
ら
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ

タ
ル
化
資
料
送
信
サ
ー
ビ
ス
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
る
な
ど
、
管
内
及
び

全
道
に
お
け
る
先
進
図
書
館
と
肩

を
並
べ
る
素
晴
ら
し
い
図
書
館
で

あ
る
。

▼
施
設
及
び
機
能
概
要

□
駐
車
場
20
台
（
一
般
用
16
台
、

障
が
い
者
用
４
台
）

□
収
納
冊
数　

開
架
約
４
４
、
３

０
０
冊
、
閉
架
約
１
７
、
９

０
０
冊
、
計
６
２
、
２
０
０

冊
□
開
架
閲
覧
室
（
一
般
図
書
・
児

総
務
文
教
常
任
委
員
会
町
内
視
察

▼
日　
　
程　
令
和
２
年
８
月
18
日
㈫

▼
視
察
項
目　
関
係
施
設
の
視
察
（
雄
武
町
図
書
館
「
雄
図
ぴ
あ
」）

童
図
書
・
地
域
資
料
）

□
絵
画
展
示
コ
ー
ナ
ー
（
小
田
切

画
伯
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

□
郷
土
資
料
展
示
コ
ー
ナ
ー

□
展
示
コ
ー
ナ
ー
（
町
民
の
作
品

等
）

□
談
話
コ
ー
ナ
ー

□
お
は
な
し
の
へ
や
（
隣
に
授
乳

室
並
び
に
子
ど
も
用
ト
イ
レ

を
設
置
）

□
多
目
的
室
（
14
机
30
脚
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
付
）

□
視
聴
覚
コ
ー
ナ
ー
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
視

聴
ブ
ー
ス
3
席
）

□
グ
ル
ー
プ
学
習
室
（
2
部
屋
、

2
机
8
脚
）

□
屋
外
テ
ラ
ス
（
４
机
16
脚
）

◎
視
察
所
感

　

平
成
23
年
度
に
行
わ
れ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
、
24
年
度
及
び
25
年

度
に
行
わ
れ
た
「
雄
武
町
図
書
館

を
考
え
る
会
」
で
の
検
討
・
答
申

に
基
づ
い
た
コ
ン
セ
プ
ト
で
令
和

元
年
8
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
雄

図
ぴ
あ
」
は
、
素
晴
ら
し
い
設
備

や
機
能
を
持
つ
図
書
館
で
あ
る
。

利
用
者
数
は
オ
ー
プ
ン
当
初
に
比

べ
る
と
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、
言

い
方
を
変
え
れ
ば
安
定
し
た
図
書

館
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
、
図
書
館
司
書
や
教
育
委
員

会
に
は
更
な
る
利
用
者
増
・
使
い

や
す
い
図
書
館
を
目
指
し
た
奮
闘

を
期
待
し
ま
す
。

　

一
方
、
貸
し
出
し
図
書
の
数
に

こ
だ
わ
る
の
で
は
な
く
、「
雄
図

ぴ
あ
」
の
大
切
な
コ
ン
セ
プ
ト
で

あ
る
「
町
民
の
誰
も
が
気
軽
に
立

ち
寄
る
こ
と
が
で
き
る
、
居
場
所

の
あ
る
空
間
」
に
な
れ
ば
と
願
う

も
の
で
す
。

　
「
雄
武
町
図
書
館
を
考
え
る
会
」

の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
て
い
た

だ
い
た
現
慶
應
義
塾
大
学
文
学
部

名
誉
教
授
で
あ
る
糸
賀
雅
児
氏
の

講
演
の
中
に
「
図
書
館
で
育
つ
地

域
の
人
材
、
ま
ち
の
た
め
に
考
え

て
行
動
し
、
発
言
す
る
人
が
育
つ

の
が
図
書
館
」、「
図
書
館
を
通
じ

て
本
を
読
み
、
そ
し
て
物
事
を
考

え
、
文
字
で
考
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
論
理
的
な
思
考
力
、
集
中
力
、

読
解
力
が
育
ま
れ
る
」
と
あ
り
ま

し
た
。文
化
を
構
築
す
る
う
え
で
、

幼
い
頃
か
ら
本
に
親
し
む
た
め

に
、
家
庭
で
の
読
み
聞
か
せ
（
家

読
）
の
推
進
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

育
成
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
強
く

感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。



12議会だより　№173

　

令
和
2
年
度
に
お
い
て
産
業
厚

生
常
任
委
員
会
で
は
、
総
務
文
教

常
任
委
員
会
と
合
同
で
、
町
内
関

係
施
設
の
視
察
を
実
施
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

【
廃
棄
物
焼
却
処
理
場
及
び
廃
棄

物
最
終
処
分
場
】

　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
発
生
に
よ
り
焼

却
処
理
が
休
止
し
て
以
降
、
議
会

と
し
て
も
、
機
会
あ
る
ご
と
に
焼

却
処
理
の
再
開
等
に
よ
る
最
終
処

分
場
の
延
命
化
に
つ
い
て
意
見
を

付
し
て
き
た
経
緯
が
あ
り
、
廃
棄

物
処
理
の
現
状
を
把
握
す
る
た
め

に
視
察
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

▼
廃
棄
物
焼
却
処
理
場

□
所
在　

雄
武
町
字
中
雄
武
３
２

３
番
地
の
１

□
敷
地
面
積　

１
，
５
９
６
．
８

２
㎡

□
炉
型　

機
械
化
バ
ッ
チ
焼
却
式

焼
却
炉

□
処
理
能
力　

10
ｔ
／
日（
８
Ｈ
）

□
事
業
費　

３
億
５
，
６
４
５
万

円 産
業
厚
生
常
任
委
員
会
町
内
視
察

▼
日　
　
程　
令
和
２
年
８
月
18
日
㈫

▼
視
察
項
目　
関
係
施
設
の
視
察
（
廃
棄
物
焼
却
処
理
場
及
び
廃
棄

物
最
終
処
分
場
）

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
道
内
視
察

▼
日　
　
程　
令
和
２
年
８
月
20
日
㈭

▼
視
察
項
目　
西
興
部
村
「
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
に
つ
い
て
」

□
焼
却
開
始　

平
成
元
年
4
月

（
平
成
14
年
10
月
焼
却
休
止
）

※
現
在
は
、
生
ご
み
処
理
及
び
資

源
ご
み
の
回
収
・
保
管
拠
点

と
し
て
稼
働
し
て
い
る
。

▼
廃
棄
物
最
終
処
分
場

□
所
在　

雄
武
町
字
道
有
林
3
番

地
の
1

□
敷
地
面
積　

６
６
，
１
２
４
㎡

□
埋
立
面
積　

２
４
，
６
０
０
㎡

□
埋
立
容
量　

８
３
，
７
４
４
㎥

□
事
業
費　

２
億
８
，
６
８
３
万

円
□
埋
立
開
始　

昭
和
60
年
10
月

◎
視
察
所
感

　

生
ご
み
の
分
別
は
平
成
17
年
か

ら
開
始
さ
れ
、
各
地
区
と
も
水
曜

日
以
外
の
週
2
日
回
収
さ
れ
て
い

る
。
回
収
さ
れ
た
生
ご
み
は
袋
に

入
っ
た
ま
ま
処
理
設
備
に
投
入
さ

れ
、
ペ
ー
ス
ト
状
に
破
砕
さ
れ
る

生
ご
み
と
袋
が
自
動
的
に
選
別
さ

れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
現

在
は
興
部
町
の
牧
場
に
運
ば
れ

て
い
る
が
、
明
年
度
か
ら
ア
グ

リ
フ
ァ
ー
ム
の
コ
ン
ポ
ス
ト
処
理

施
設
へ
の
搬
入
が
検
討
さ
れ
て
い

る
。
生
ご
み
に
紙
ご
み
等
の
異
物

が
混
入
し
て
い
る
場
合
、
設
備
内

で
詰
ま
っ
て
し
ま
い
手
作
業
で
除

去
せ
ざ
る
を
得
な
く
、
処
理
の
支

障
に
な
る
こ
と
か
ら
分
別
の
徹
底

が
求
め
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。

　

資
源
ご
み
に
つ
い
て
は
、雑
誌
・

新
聞
紙
類
は
町
内
業
者
を
通
じ
旭

川
市
の
処
理
業
者
へ
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
は
名
寄
市
の
処
理
業
者
へ
そ

れ
ぞ
れ
運
ば
れ
て
い
る
。
瓶
や
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
は
紋
別
市
の
リ

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
処
理
さ
れ

て
い
る
。
廃
木
材
・
鉄
く
ず
も
そ

れ
ぞ
れ
処
理
業
者
に
引
き
渡
さ
れ

適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る
。

　

最
終
処
分
場
の
現
況
は
、
埋

立
容
量
８
３
，
７
４
４
㎥
に
対

し
、
４
１
，
０
０
０
㎥
程
度
埋
め

立
て
ら
れ
て
お
り
、
昭
和
60
年
10

月
の
埋
立
開
始
か
ら
35
年
が
経
過

し
て
い
る
。
今
秋
に
は
再
度
測
量

を
行
い
、
埋
立
可
能
残
余
容
量
・

年
数
を
調
査
す
る
と
の
こ
と
で
あ

る
が
、
最
終
処
分
場
の
さ
ら
な
る

延
命
化
対
策
と
し
て
、
燃
や
せ
な

い
ご
み
及
び
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

の
分
別
精
度
を
向
上
さ
せ
、
埋
立

量
を
抑
え
る
た
め
の
町
民
周
知
及

び
注
意
喚
起
の
徹
底
、
雑
紙
類
を

埋
め
立
て
る
こ
と
な
く
分
別
収
集

し
ミ
ッ
ク
ス
ペ
ー
パ
ー
と
し
て
の

リ
サ
イ
ク
ル
、
小
型
焼
却
炉
整
備

の
可
否
等
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た

い
。

　

オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
西
興
部
村

で
、
森
田
議
長
、
吉
水
産
業
常
任

委
員
会
委
員
長
、
小
崎
産
業
建
設

課
長
に
対
応
し
て
い
た
だ
き
、
当

町
に
お
い
て
も
整
備
検
討
が
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
西
興
部
村
バ

イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
に
つ
い
て
視

察
し
ま
し
た
の
で
報
告
い
た
し
ま

す
。

▼
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
整
備
に

至
る
ま
で
の
経
緯

　

西
興
部
村
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン

ト
は
、
昨
年
3
月
か
ら
堆
肥
等
の

受
け
入
れ
を
開
始
し
、
10
月
か
ら
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発
電
を
開
始
し
た
バ
イ
オ
ガ
ス
プ

ラ
ン
ト
で
あ
る
。

　

整
備
に
至
る
経
緯
は
、
全
農
家

16
戸
中
、
放
牧
農
家
以
外
の
15
戸

の
農
家
か
ら
「
家
畜
糞
尿
処
理
に

問
題
が
あ
り
、
乳
牛
糞
尿
を
バ
イ

オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
に
よ
る
処
理

で
、
悪
臭
軽
減
や
土
壌
・
河
川
な

ど
の
環
境
汚
染
の
軽
減
、
そ
し
て

農
家
自
体
の
糞
尿
処
理
作
業
に
お

け
る
労
力
の
軽
減
を
」
と
い
う
機

運
の
高
ま
り
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。

▼
事
業
計
画
・
概
要
に
つ
い
て

□
乳
牛
糞
尿
を
原
料
と
し
、
経
産

牛
糞
尿
を
優
先
的
に
投
入
す

る
。

□
処
理
後
に
で
き
る
消
化
液
は
、

参
加
農
家
に
無
償
で
提
供
す

る
。

□
再
生
敷
料
は
農
家
に
販
売
す

る
。

□
バ
イ
オ
ガ
ス
は
バ
イ
オ
ガ
ス
発

電
会
社
へ
販
売
す
る
。

□
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
会
社
が
売
電

事
業
を
実
施
す
る
。

□
車
両
整
備
や
関
連
施
設
を
除
く

整
備
費
は
７
３
８
，
２
０
０

千
円

□
収
入
は
年
７
８
，
７
９
０
千
円

　

・
糞
尿
処
理
費
（
農
家
か
ら
年

１
頭
に
つ
き
10
千
円
）

　

・
バ
イ
オ
ガ
ス
販
売

　

・
消
化
液
販
売
（
参
加
農
家
に

無
償
提
供
）

　

・
再
生
敷
料
販
売

□
支
出
は
年
５
３
，
０
０
０
千
円

　

・
プ
ラ
ン
ト
維
持
管
理
費

　

・
原
料
輸
送
費

　

・
プ
ラ
ン
ト
管
理
人
件
費
（
糞

尿
の
回
収
と
消
化
液
の
運

搬
、
プ
ラ
ン
ト
運
転
管
理
）

□
収
支
は
、
年
２
６
，
７
９
０
千

円
の
プ
ラ
ス

▼
今
後
の
運
営
計
画

□
10
年
後
に
は
現
在
の
年
間
２

７
，
９
５
９
ｔ
か
ら
２
８
，
７

０
０
ｔ
の
乳
牛
糞
尿
を
調
達

す
る
計
画
で
あ
る
。

□
将
来
的
に
は
、
バ
イ
オ
ガ
ス
発

電
に
よ
る
暖
房
で
の
温
室
の

稼
働
も
考
え
て
い
る
。

□
消
化
液
の
散
布
に
よ
り
、農
地
・

牧
草
の
生
産
効
率
を
上
げ
る
。

□
再
生
敷
料
の
利
用
で
経
費
の
負

担
を
軽
減
す
る
。

◎
視
察
所
感

　

こ
の
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
事

業
計
画
は
、
村
内
全
16
戸
中
、
放

牧
農
家
以
外
の
15
戸
の
農
家
が
希

望
し
た
計
画
で
あ
り
、
村
と
農
家

の
共
通
認
識
の
も
と
進
め
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
。

　

消
化
液
の
効
果
的
な
利
用
の
推

進
と
、
プ
ラ
ン
ト
整
備
以
前
か
ら

再
生
敷
料
を
購
入
利
用
し
て
い
た

農
家
に
対
し
て
、
こ
の
プ
ラ
ン
ト

か
ら
出
る
敷
料
を
利
用
す
る
こ
と

に
よ
り
入
手
に
係
る
労
力
・
経
費

の
負
担
の
軽
減
を
図
る
こ
と
が
で

き
て
お
り
、
村
と
農
家
の
信
頼
関

係
が
構
築
さ
れ
て
い
る
と
強
く
感

じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

◎
各
常
任
委
員
会
の
委
員
及
び

　
所
管
事
項
に
つ
い
て

▼
総
務
文
教
常
任
委
員
会

委
員
長
～
溝
田
昌
志

副
委
員
長
～
佐
藤
寧

委
員
～
嶋
村
義
文
、遠
藤
友
宇
子
、

金
田
壽
夫
、
栁
原
浩
之

《
所
管
事
項
》
総
務
課
、
財
務
企

画
課
、
税
財
管
理
課
、
教
育
委
員

会
、
選
挙
管
理
委
員
会
、
公
平
委

員
会
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
、
国
民
健
康
保
険
病
院
・
介
護

老
人
保
健
施
設
に
関
す
る
事
項
、

監
査
委
員
所
管
に
関
す
る
事
項
及

び
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
に
属
さ

な
い
事
項
。

▼
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長
～
福
原
峯
雄

副
委
員
長
～
遠
藤
友
宇
子

委
員
～
長
野
誠
、
嶋
村
義
文
、

金
田
壽
夫
、
栁
原
浩
之

《
所
管
事
項
》
住
民
生
活
課
、
保

健
福
祉
課
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
、
児
童
セ
ン
タ
ー
・
保
育
所
、

産
業
振
興
課
、
建
設
水
道
課
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
及
び
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
事

項
、農
業
委
員
会
に
関
す
る
事
項
。



 

編
集
あ
と
が
き

　

令
和
３
年
の
新
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、

み
な
さ
ま
お
元
気
に
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。

　

昨
年
は
、
世
界
中
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
（C

O
V

ID

ー
19
）
の
感
染

拡
大
に
よ
っ
て
い
ま
だ
か
つ
て
な
い
事
態

に
直
面
し
、
刻
々
と
変
化
す
る
生
活
様
式

に
各
人
が
と
ま
ど
い
を
感
じ
な
が
ら
過
ご

し
た
一
年
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

例
年
執
り
行
わ
れ
る
成
人
式
も
今
年
は

延
期
と
な
り
ま
し
た
。
議
会
で
も
会
議
を

行
う
際
に
は
、
感
染
防
止
策
に
努
め
な
が

ら
、
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
新

年
を
迎
え
気
持
ち
を
新
た
に
、
多
く
の
議

員
が
町
の
み
な
さ
ま
の
声
を
し
っ
か
り
伺

う
議
会
に
し
て
い
き
た
い
と
い
う
気
持
ち

を
共
通
し
て
持
っ
て
お
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
互
い
に
ア
イ
デ

ア
を
出
し
合
っ
て
、
町
民
の
み
な
さ
ま
の

ご
意
見
を
町
政
に
反
映
で
き
る
よ
う
活
動

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
も
み
な
さ
ま
に
と
り
、
明
る
く
健

や
か
な
一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。
と
も
に
未
曾
有
の
事
態
を

乗
り
越
え
て
参
り
ま
し
ょ
う
。
本
年
も
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

議
会
広
報
特
別
委
員
会

 

委
員　
　

遠
藤 

友
宇
子

発行／雄武町議会　編集／議会広報特別委員会　Tel：0158-84-2121　FAX：0158-88-3162

会議 誌日【令和２年】９月

14~　
17日 第６回定例会

10月

5 日 第９回広報特別委員会開催

14日 第 10回広報特別委員会開催

16日 第６回議会活性化調査特別委員会開催

22日 第 11回広報特別委員会開催

23日 全員協議会開催

29～　
30日

オホーツク圏活性化期成会秋季北海道
要望（札幌市）出席、議長
北海道議会議員（管内選出議員）との
意見交換会（札幌市）出席、議長

30日 第７回議会活性化調査特別委員会開催

31日 自由民主党北海道第 12 選挙区支部移
動政調会 (北見市 ) 出席、議長

11月

2 日 オホーツク圏活性化期成会石北本線部
会（北見市）出席、議長

3日 雄武町栄典表彰式出席、議長ほか８名

11日 第 12回広報特別委員会開催

12日 第８回議会活性化調査特別委員会開催

19日 第９回議会活性化調査特別委員会開催
議会運営委員会開催

27日 第７回臨時会

12月

1 日 全員協議会開催

3日 第 10回議会活性化調査特別委員会開催
産業厚生常任委員会開催

4日 議会運営委員会開催

議会を議会を傍聴して傍聴して
　　みませ　　みませんか？んか？
◎定例◎定例会会
３・６３・６・９・12 月　年４回・９・12 月　年４回

◎臨時◎臨時会会
適時開適時開催催

◎日程◎日程確認確認
新聞折新聞折込チラシ込チラシ
議会事議会事務局ホームページ務局ホームページ
事務局事務局に連絡に連絡

【雄武【雄武町議会事務局】町議会事務局】
　代表　代表 Tel: 0158(84)-2121Tel: 0158(84)-2121


